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❶はじめに

技術本部　計算科学センター

高温摩擦摩耗の評価技術
－高温往復しゅう動試験と再現解析による評価－新技術

鍛造工程における摩擦摩耗は、金型寿命や製品品質に大きく影響
する課題です。とくに繰返し鍛造においては、接触界面の経時変化
に伴い摩擦摩耗挙動が変化するため、原因究明や寿命予測が困難
です。また、接触面圧、温度、すべり速度、潤滑状態など多様な因子が
相互に作用することから、現象の定量的評価が求められています。

❷高温往復しゅう動試験

本検討では、鍛造工程におけるしゅう動状態を模擬した高温往復
しゅう動試験を実施しました（図１）。材料の組み合わせにおいて、
高温条件下での摩擦係数および摩耗挙動を評価しました。試験の
進行に伴い摩擦係数の上昇が確認され、一定条件下では焼付きに
より試験が停止する挙動が観察されました。

❸摩擦挙動と表面観察

試験後の表面観察の結果、摩耗が進行した領域では凝着を伴う
損傷が確認されました（図２）。これらの結果より、高温環境下にお
いて接触界面状態が時間とともに変化し、摩擦摩耗挙動に影響を
及ぼしていることが分かりました。

❹再現解析による評価

試験結果を基にCAE解析を行い、摩擦挙動の再現を試みまし
た。解析では摩擦仕事量を指標とし、摩耗や焼付きの発生を評価す
る手法としての適用可能性について検討を行っています。摩擦仕事
量は接触条件に依存する量であり、温度や負荷などの条件変化に
伴う摩擦挙動の変化を評価する指標としての活用が期待されま
す。本図は、再現解析により得られた結果の一例を示しています
（図３）。

❺摩耗予測への展開

さらに、しゅう動試験結果を用いて摩耗量予測式のパラメータ同
定手法について検討しました。試験と解析を組み合わせることで、実
機鍛造における摩耗挙動の推定や各種影響因子の評価への適用
が期待されます。摩耗予測シミュレーションについては現在検討を
進めており、今後は予測精度の妥当性評価を実施する予定です。

❻おわりに

本手法は、摩擦摩耗現象の理解に加え、金型寿命評価やメンテナ
ンス時期の検討、加工条件の最適化への適用が期待されます。今後
は各影響因子の定量化およびモデル化の高度化を進め、より高精度
な摩耗予測技術として展開していきます。
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■図1　高温往復しゅう動試験状況

■図3　再現解析結果の一例

■図2　試験後の表面観察の結果
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論文・解説
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への展望 ̶ 固体電解質の作製・製造プロセスから界面解析まで ̶ 
2026年出版、第3章、第3節（2026年6月30日発行）
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編 集 後 記
近年、モビリティ、特に自動車業界を取り巻く環境は大きく

変化しています。カーボンニュートラル実現に向けた電動化

の進展に加え、水素やバイオ燃料、合成燃料などの新たなエ

ネルギー活用も進み、多様なモビリティ技術の開発が加速し

ています。また、SDV（Software Defined Vehicle）の進

化とそれによる自動運転への展開により、自動車に求められ

る性能や信頼性はこれまで以上に高度化しています。

このような変化の中で、開発現場では電池の安全性向上、

燃料電池の高性能化、軽量化材料の適用拡大、高速回転部

品の耐久性確保など、より難易度が高く多様な技術課題へ

の対応が求められています。

当社では様々な業界・技術分野で、試験・分析・解析・シ

ミュレーションを組み合わせた高度な評価技術により、お客

様の研究開発や製品開発を支援しています。その中でも本号

の特集記事では上記のようなモビリティ分野の課題に関連す

る、最新の評価・解析技術を集めました。

本特集でご紹介する技術が、お客様の研究開発や製品開

発における課題解決の一助となれば幸いです。今後も当社

は、実験・分析・解析を融合した総合技術力により、モビリ

ティの進化と持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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11）兵庫県立大学高度産業科学技術研究所、12）豊橋技術科学大学、
13）東京大学

■アルミ鋳物のボデー材への採用とリサイクル材の適用
蛭川謙一１）

〇国立研究開発法人 産業技術総合研究所中部センター・公益社団法人 
日本鋳造工学会東海支部鋳造先端プロセス研究部会共催シンポジウ
ム　「鋳造分野から見たアルミニウムのサーキュラーエコノミーに
関する現状と課題」（2026年3月6日・オークスカナルパークホテ
ル富山＋オンライン開催、富山県）

■ラマン分光法による各種 in-situ 分析技術のご紹介
佐々木美幸１）

〇兵庫県 試験・分析技術研究会（2026年6月10日・兵庫県立工業技
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■大型施設の環境測定における業務時間の短縮
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〇一般社団法人 兵庫県計量協会　環境証明部会　第41回環境技術事
例発表会（2026年7月10日・ANAクラウンプラザホテル神戸、兵
庫県）

横溝臣智１）、若林琢巳１）、森拓弥１）

〇公益財団法人 高輝度光科学研究センター　特定放射光施設利用研究
成果集　2026年14巻1号 p.31-34（2026年2月27日発行）

■XAFS測定による耐候性鋼表面さび層の分析

〇特定放射光施設利用研究成果集　Vol.14, No.4（2026） p.296-300.
（2026年8月31日発行）
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